














































































































せて保管されている） 。【体裁】写本。半紙本。縦本（二五・一×一七・〇） 。【袋】表に「伊賀越事／鶴亀成荒木宝来／全部六冊」 、右肩に手書きで「イ／
 」 、裏に「千穐万歳／大々叶／本主／弁天座本家」 、底
に「伊賀越」 、 「イ
」と記されたラベルが貼られる。
【表紙】原表紙。本文共紙。幕内正本の典型的な形式を取り、各冊上部に「当ル卯の／小春狂言」の年時・大名題・場立、下部に出演役者名を掲げる。【裏表紙】表紙と同じく正本の典型的な形式を取り、各冊に「慶應三丁卯年（慶應三丁卯歳あるいは慶應三年）の年時、紙数、 「千穐萬（万）歳／大々叶／中村座」 の定型句が見られるが、作者名は記されていない。【丁数】表紙・ を含む墨付で、第一冊・三十一丁半、第二冊・十五丁半、第三冊・二十一丁、第四冊・六丁、第五冊・三十八丁半、第六冊・三十四丁、総計百四 六 半 なお、各冊の裏表紙には それぞ「帋数三重葉」 （第一冊） 、 「帋数重五葉」 （第二冊） 、 「帋数廾葉」 （第三冊） 、「帋数四葉」 （第四冊） 、 「帋数三重七葉」 （第五冊） 、 「帋数三重二葉」 （第六冊）とある。
【行数】第一冊・概ね十六行、第二冊・十七～十八行、第三冊・概ね十六行、第四冊・十六～十八行、第五冊・十五～十六行、第六冊・十五～十六行。【筆跡】六冊とも同一筆跡。【蔵書印】 「河竹蔵」 （二・八×一
・一、朱文長方印、全冊表紙、河

























































初代（延享四年〈一七四七〉 ～文化五年〈一八〇八〉 ） ・三代（寛政元




























































































































赤子の守り袋から「唐木政右衛門忰庄太郎」と記された臍 緒書 が見つかる。 「唐木政右衛門」は沢井股五郎と名乗り、敵と付け狙う手強い政右衛門に対抗するため、入婿に加勢を頼む。敵の子である庄太郎を右衛門が殺そうとすると、股五郎は人質として利用しよう 言うが、子供を取り合うはずみに、お袖は子供を川の中へ放り投げてしまう。政右衛門はお袖を褒め、涙を隠して笑う。百両の金が調 股五郎が出発する













































































詰の絵の脇には「此場ハアヅカリ」 あるため 敵討」の場面は興行の途中から上演されなくな る。これを受けてかどうわからないが、本台帳では「敵討」の場面は収録されて ない。絵本番付にもそ 絵はなく、役割番付の 割（後述）にもその場面名は明記れていないことから、 『宝来』の上演に際して 、当初から「敵討」の場面を出す構想はな ったも と思われる。
以上を確認したところで、本台帳の各冊（各幕〈以下、煩瑣を避ける
ため、幕数で表記 る〉 ）ごとに、成立時期を検討する。（一）序幕まずは序幕について。『新舞台』 （初演時）の絵本番付、本台帳、 『宝来』 （再演時）の絵本番
付における各役人替名を突き合わせてみる。以下、本台帳の役人替名における役名の下に、推定する時間軸に沿って、天保十三年『新舞台』の絵本番付における役者名・本台帳の役人替名における役者名・慶応三年『宝来』の絵本番付における役者名という並びで掲げる。なお、絵本番付においてその役の 人替名がなければ「
なし」 、台帳の役人替名には































































































『宝来』の絵本番付の序幕（図）は三段に分けられており、上段は第一場と第二場「八幡宮境内の場」 「同石段の場」 、中央部は第三場「同別当書院の場」 、下段は第五場「靱負邸離れ座敷 （靱負殺し）に相当する絵かと思われる。上段の前列左でお後（絵本番付の表記は「おのち」 。嵐栄三郎）と顔
を向き合わせている、細長い（おそらく正宗が入った）箱を手にした人物は、 「新」の文字が付されて ことを手掛かりにすると、中央部の左から三人目の人物にも「新」の文字が付され、 「平作新之介 替名があることから、役割番付で役名を補足する 、 「沼津若党平作」 （四代目市川新之助）であることがわか ので、本台帳においてはお後と恋仲にあり正宗の神前祈願の供をしていた孫八 役目は この平作が担うことになったのではないかと推察される。さらにこの中央部の絵には、台帳には登場しない、佐々木丹右衛門（嵐璃鶴）とどう八（役割番付では「おみ しの胴六」 。初代中村相蔵）が描かれ、別当 名前 本台帳では「散実」 ）が高徳の僧の尊称である「あじやり〔阿闍梨〕 」となっている。また、 の第五 「靱負殺
し」において志津磨の供をして帰宅












新開場の市村座前での勢揃 といった風情で見開き二頁に 狭しと並んだ役者の絵姿が描か ているため どのような場面展開を見せたのかを窺い知ることはできないが、重複するため引用はしないけれども、主要登場人物が本台帳と一致してい 考え 、本台帳 上演に先立ち、作品の構想を練るために、あ は天保十三年初演時の台帳を基に作成されたも ではないか（そこにどの程度の筆が入 かは不明だが）という一つの仮説を立て、以下の幕につ ても検討を続け ことにしたい。
序幕については、これまで述べてきた通り、本台帳の主要登場人物









をかわす政右衛門（畳のタテ）と鑓を手にする大内記（ 「不忠」の政右衛門 鑓で突く大内記が、政右衛門から神陰の奥義を伝授される「鑓伝授」の場面があったかと思われる）の姿が見られ、 『新舞台』の絵本番付「弐幕目」の上段には、大内記（十二代目市村羽左衛門）の鑓を政右衛門（四代目中村歌右衛門）が素手で受け止める「 伝授」の場面が、下段には、病鉢巻を巻いた志津磨（羽左衛門、二役 、志津磨が乗 駕籠を支える政右衛門、その政 と顔を見合わせる五右衛門（三代目関三十郎） 、門の外にはお谷（二代目尾上菊次郎）が描かれていることから、おそらく『新舞台』の「弐幕目」は、本台帳の二幕目第一場 宇佐美五右衛門宅の場」と第二場「誉田家大広間の場」の 容に近い ではないかと推測できるが、それを裏付けるも として、絵本番付 「平作
勘蔵」 （役割番付によると「若徒沼津平作
中島勘蔵」 ）の替名があ
ること、下段 （第一場） に太鼓持ちと思われる男と女 踊 ていることまた、絵本番付に「茶道」の役が二人の役者 りん介 〈坂東林助〉と「かん八」 〈中村かん八〉 ）についており、上段（第二場）の絵には「茶
―  ―
道」に当たると思われる丸坊主の人物が二人描かれていることが挙げられる。これらのこ は、本台帳の第一場において、 「下男平作」 （本台帳の役人替名）という人物が五右衛門 下男として登場すること、遊郭から帰ってきた政右衛門は太鼓持ちを連れて帰ってくること そし 本台帳の第二場において「鑓伝授」 済んだ後、大内記が一服する場面で「ト茶道、茶わんを服紗へのせ出ス」とト書きに「茶道」の動きの指定があることに照応する。 『宝来』の役割番付には「若党沼津平作
市川
新之助」とあり、平作 が確認できるが、 『宝来』の番付や絵本番付には第一場に相当する場面はないため、太鼓持ちについては確認できない。また、番付・絵本番付にある「鑓伝授」 （第二場 相当する）の場面には丸坊主の「茶道」 当たる人物の描写は見られない（役割番付にもそうした役名は見られない） 。こうした微細な相違点から結論導き出すことは難しいが しかし微細な相違点こそ大事だ も言える。
ここで、慶応三年再演時の上演の実態を考えるため、役割番付に記さ































宅の場」 （第一場）が含 れてい とは考えにく 。序幕第四場「鎌くら花水橋の場」のような軽い場面が入り、五幕目「山田屋」を二つに分けて書き入れるくらいなら、五幕目を一つにまとめ、五右衛門役者の見せ場がある「五右衛門宅 場」を入れたほうが役者 見物、双方に って親切であるが、そ 面名 記載はな 。絵本番付にも「五右衛門宅の場」の絵はなかったため、二幕目第一場は上演されなかった可能性がある。
慶応三年再演時の絵本番付よりも、天保十三年初演時の絵本番付の































































していることがわかる。それゆえ、本台帳の三幕目第一場は初演時の台帳を写したものではないかと考えられる。 『新舞台』の絵本番付には、店先に「麹おろし」 「もろみあり」という文字が掲げられ、天秤棒の先に吊るした籠に藁で巻いた納豆を載せて売り歩く納豆売りや風呂敷に高々と包んだ本を背負う貸本屋の姿が見られるが、この絵の内容は本台帳の内容 一致する。 『宝来』の絵本番付にもこの場面はなく、先に引用した役割番付の場割にも 孫八世話場」 （台帳表紙記載の場面名）に相応する場面名は見られなかったこと、また、台帳の役人替名に慶応三年の一座で配役がなされてい ことから、当初は上演を考えていたが、何かの事情でこの は出なくなった のと推測できる。
三幕目第一場の台帳の役人替名では孫八を初代河原崎権十郎が勤める
ことになっていたが、序幕 台帳では役人替名も本文も 代市川米升が孫八役に指定されており 番付・役割番付・絵本番付（序幕 絵には孫八は描かれていないが、 「古市備前やの場」には描かれている。図参照）ともに孫八の役は米升に割り振られている。この点 ら、権十郎を孫八役に想定している三幕目第 場の台帳は、番付の発行よりも早い時期に作成され、 も序幕の台帳よ も先に仕上がっ たのではないかと考えられる（ が権十郎から米升に変更されている も
―  ―
かわらず、後述する五幕目の山田屋幸兵衛のように、貼紙による訂正もなされずそのままに放置されていることは、こ 三幕目第一場が出されなかったという推論を補強する） 。この 台帳が序幕から順を追って作成されたのではないということを示唆している。（四）三幕目第二場次に、三幕目第二場について検討する。先に引用した役割番付の場割に「勢州雲津
（くもづ）
縄手の場」とあるのは、
『宝来』の絵本番付では、おそらく「大内記館の場」 （絵本番付記載の場面名。以下同じ）と「古市備前屋の場」の間に位置する、密書を口にくわえた武助が飛脚らと立廻りをし いる姿が描かれた「状の場」に相当し、 「縄手」という部分が共通していることとそ 内容から、三幕目第二場「武庫川縄手の場」 （台帳表
紙の場面名）に対応するかと思われ
る。台帳では 第一場（ 「摂州武庫川」と舞台書きにある）は股五郎からの密書を持って来た飛脚が逃げたところで終わり、そ 続き して第二場という設定 」となっている。台帳記載の「武庫川」兵庫県東部にあり、役割番付記載の「勢州雲津」 （伊勢国雲出）は現在の三重県津市の一地区であるから、台帳 役割番付 では場所の設定が異なっている。役割番付において 雲津」と設定されているのは、密を呑み込んだ武助が登 す 次の四幕目において伊 古市（三重県伊勢市の一地区）が舞台となるためであろう。伊勢国雲出から同じ国内の古市に行くのと、摂津国 川か いくつもの国を越 て伊勢国 に向かうのでは大きく違う。芝居の展開を考える作者の配慮が働いて、三幕























































































































できる（万延元年の『契情誉両刀』を評して、 先 〔嘉永三 カ 故翫雀丈〔四代目歌右衛門〕江戸上りの時持て戻られた狂言
(
)」とある
















































































ていて その下には「権十郎」 思しき文字が見て取れる。 の役人替名の一覧が記された表紙見返しには「中見
〔なかみ〕
の権十郎所は米升勤メル」
という紙片が貼付 、本文 おける山田屋幸兵衛のセリフやト書きにはすべて「権十郎」が指定されてい ことからも、山田屋幸兵衛は当初は初代河原崎権十郎に割り当てら た役だ こ がわかる。番付では権十郎、役割番付および絵本番付では初代市川米升が幸兵衛役に配さ
れていることから、山田屋幸兵衛のセリフやト書きがすべて「権十郎」と指定されている本台帳の五幕目は、役割番付が出される前に作成されたと推測できる。また、前述 通り、 「水口宿」という設定から、初演時の『新舞台』よりは『宝来』の上演内容に近い台帳ではないかと考えられる（絵本番付の役人替名を見較べると、 『新舞 』 孫八、 『宝来』では孫七が登場することになっている。本台帳において、四幕目の最後で股五郎は水口宿山田屋幸兵衛方に潜んでいると知って当地に赴き、山田屋の中に忍んで様子を窺っているの 孫七のほうである。孫八ではなく、孫七が『宝来』の絵本番付の役人替名 見られる点からも 本台帳の五幕目は、初演時よりも再演時の実際 舞台 近 ものな ではなかと考えることが きる） 。
以上、 『鶴亀成荒木宝来』成立の経緯をまとめると、まずは天保十三
年初演の『寿亀荒木新舞台』の再 行くことが決められた。そし 、初演時の台帳を手近に置いて三幕目第一場と第二場 台帳が作成 た（番付 〈 「来
ル
八日より」 〉 発行以前） 。次に、作成順序はわからないが、





















































































































































































































































































































中村芝雀を名乗るのは弘化三年（一八四六）のことである（国立劇場調査養成部調査記録課編『歌舞伎俳優名跡便覧』 〈第四次修訂版、日本芸術文化振興会、平成二十四年〉参照） 。配役を照合すると、本台帳本文の配役は天保十三年（一八四二）初演時のものとほぼ一致 。しかし本台帳
―  ―



















とある、 「有馬温泉二の湯の小湯女そうめんや（素麺屋）ふぢ（藤）を謡い込んだ愛欲的要素の強い歌」で 「近世を代表する流行歌のひとつ」であり、 「世に有馬節と称される歌」にあるかと思われる（小野恭靖「有馬節と版本「ありまぶし」 」 、 『 阪教育大学紀要』第 十六巻第二号、平成十年一月、百四十五頁） 。 『絵入狂言本集 上巻（般庵野間光辰先生華甲記念会、昭和四十四年、五～七頁）所収「娘親の敵討」の解題によれば、右の素麺屋藤のモデルと考えられるのは、有馬 「索麪
さうめん
屋小湯女ふぢ」 （天
















二六〉刊）等の作品に継承される。有馬 の湯の素麺屋が舞台だったと思われる天保十三年（一八四二） 『寿亀荒木新舞台』 「四幕目」も、素麺屋の藤を題材にした一連の作品 系譜の上に位置付けることができる ろ
う。
　　　　
(
)
演劇博物館蔵ロ



。
　　　　
(
)
演劇博物館蔵ロ



R
。番付（同館蔵ロ



）のカ
タリも同じ内容。
　　　
(
)
以下、役者評判記はマイクロフィルム版『早稲田大学坪内博士記念演劇
博物館所蔵
役者評判記』 （雄松堂出版、平成九年～十年）を参照し、引
用時には私に句点を付すこととする。
　　　　
(
)
参照絵本番付（絵尽し）は、嘉永三年『けいせい誉両刀』は演劇博物館
蔵ロ



、安政三年『還結柏政武飾駒』は同館蔵ロ




、万延元年『契情誉両刀』は同館蔵ロ



G
、慶応二年『伊
賀越道中双六』は同館蔵イ



。以下の論述において、とくに
明記がないものはこれらを参照している。
　　　　
(
)
万延二年（文久元年〈一八六一〉 ）正月刊『役者
　
たと
言え
草ぐさ
』 、三代目嵐吉三
郎の評。
　　　
(
)
演劇博物館蔵ロ



。
　　　　
(
)
註
前掲書。
　　　
(
)
番付（演劇博物館蔵ロ



）は十二日（朱筆で「弘化四丁未
年正月十五日より」とある） 、絵本番付（註
前掲書）および役割番付
（同館蔵ロ



）は十五日。番付の朱筆と後者に従った。
　　　　
(
)
演劇博物館蔵ロ



。
　　　　
(
)
註
前掲書。
　　　
(
)
この番付に書き入れられた朱筆によれば「三月朔日ヨリ」 。註
前掲
書の絵本番付にも朱筆で「三月朔日ヨリよふ此二まくつぐ」とある。
　　　
(
)
註
前掲書、朱筆の き入れに拠る。
　　　　
(
)
｢歌舞伎の演出

台帳」 、 『講座
日本の演劇
近世の演劇』勉誠社、
平成七年、六十八頁。
